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主 よ 、 だ れ の と こ ろ へ 行 き ま し ょ う か  

 

「主よ、わたしたちはだれのところへ行きましょうか。あなたは永
遠の命の言葉を持っておられます。」（6・68）ペトロの信仰告白です。
これまで何週かに渡ってイエスは誰であるかを言葉と態度で見て、学ん
だ弟子たちの代表として、信仰を表明しました。私たちも同じように「主
よ、わたしたちはだれのところへ行きましょうか」という信仰を再確認
したいと思います。  

今週火曜日と水曜日で、侍者と先唱者を連れて五島の福江に行って
きます。五島と言うと上五島も下五島もひっくるめて一つの五島と思っ
ている方もいらっしゃると思いますが、上五島のほとんどのひとは下五
島の人と交流がありません。  

下五島の人も上五島の人や暮らしぶりを知りません。同じように上
五島で生まれ育った私は、下五島の地理をまったく知りません。五島に
いながらそういう状態でしたので、この機会に下五島のことを学んで帰
ろうと思います。  

「五島の福江に行くそうですね。ついでに野崎島のレンガの教会の
写真を撮ってきてください。」これは一つの例ですが、福江から野崎島
にはついでで行けるような距離ではありません。私自身、下五島につい
ての知識は、似たようなものです。ぜひ頭の中に地図を描いてきたいと
思います。  

かつて私は、五島に生まれたことをひどく負い目に思っていました。
都会に生まれていたら、私はもっと社会的に成功していたに違いない。
そう思っていたからです。五島でとれた魚は都会に持っていかれ、五島
の人が食べるのは売れ残りの魚だった記憶があります。五島の人が汗水
流して育てたものを食べるのは都会の人。だから五島は嫌いだとしんけ
んに思っていたのです。  

今はどうか。今は考え方が変わりました。五島に生まれたから、都
会の人がたまに体験したいという田舎暮らしを知っています。五島の信
仰も、古臭いものではなく都会に多大な影響を与えることのできる宝だ
と知りました。島本大司教様、前田枢機卿様、白浜司教様、これら高位
聖職者は都会に影響を与えた五島の信仰の結晶です。  

捨ててしまいたいとさえ思ったものの中に宝物があった。私にとっ
てのペトロの信仰告白は「わたしたちは五島を捨ててどこに自分の原点
があるでしょうか」ということです。娯楽も少ない、情報も少ない、生
活も選べない。そんな環境でしたが、かけがえのない宝をいただいたの
だと思います。ここまで誇りに思えるようになったのは最近のことです。 

福音朗読、イエスと弟子たちに不協和音が生じ、ある者たちはイエ
スを離れてしまいました。朗読で読まれた場面は、一日の出来事ではな
いかもしれません。何年、何十年という教会の始まりの時期に起こった
分裂を、一日の出来事の中に埋め込んだのかもしれません。  



弟子たちの中には、自分が弟子である源泉がイエス・キリストであ
るにもかかわらずイエスを捨てて、別の道を歩み始める者も現れました。
それでもペトロのようにイエス・キリストのもとにとどまる弟子は、「主
よ、わたしたちはだれのところへ行きましょうか」この言葉をそのたび
に確認してイエス・キリストにとどまったのです。  

私たちは一時的な思いで故郷を否定したり捨てたりします。私を形
造ってくれたものなのに、自分と結びつけたくない時期があるわけです。
故郷の良さを理解するには若すぎるということもあるでしょう。理解で
きる感性が育っていないこともあるでしょう。残念ながら、故郷を否定
する時期を多くの人が通っていくのです。  

信仰においても私たちは同じ経験をします。信仰の良さ、ありがた
さを一時期否定し、捨ててしまうことがあります。信仰に頼らなくとも
自分で生きていける。信仰は卒業した、信仰は幼い頃に一生涯分務めを
果たした。いろんな口実を設けて信仰を遠ざける時期があります。  

ですが、私たちの始まりは神なのです。ここに集まっている人は、
そのことを理解しています。そして自分の信仰を言い表しに来たのです。
「主よ、わたしたちはだれのところへ行きましょうか。あなたは永遠の
命の言葉を持っておられます。あなたこそ神の聖者であると、わたした
ちは信じ、また知っています。」（6・68-69）  

いのちを与えてくださったのは神です。ですから出発点も神です。
神に始めを与えていただいた人生、どこに行くというのでしょうか。私
たちはこの信仰を表明しにここに来たのです。そしてミサに与り、御言
葉と聖体をいただき、生活に戻って、「あなたは永遠の命の言葉を持っ
ておられます。あなたこそ神の聖者であると、わたしたちは信じ、また
知っています」と繰り返しながら日々を送るのです。  

ある時期、信仰を否定し、捨てた人も、その信仰が私たちの出発点
であり、宝物のある場所だと再確認できるよう願いたいと思います。私
たちが何度も繰り返し「主よ、わたしたちはだれのところへ行きましょ
うか」この言葉を口にするなら、遠ざけた信仰の宝を見直してくれるか
もしれません。私たちも繰り返し思い出して、ペトロの信仰告白に続き
ましょう。そして私たちの信仰告白に続く人を、私たちも育てましょう。
信仰の伝達は、実はそれほどたやすいものではないからです。  
 

年間第 22 主日 (マルコ 7:1-8,14-15,21-23) 


